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－98一   
の教え方そのものを扱う科目」との間に、教育ノウハウの相互還流関係が存在することを意味して  
いる。   























ほぼこのように行われている。   
最後に行われる「クラス討議」を一般に「ケースメソッド授業」と呼んでいるが、それは以下の  
ような条件を備えているべきものであると筆者は考えている。iii   
「ケース」と呼ばれる冊子状の教材が用いられている。   
「ケース」を資料としたディスカッションが行われ、そのプロセスにおける思考が学びとなるよ  
うに授業が進められている。   
教師がディスカッションの進行と舵取りを行い、学びのプロセスを主導している。   
授業参加者は、討議を通した学びを自分たちで築き上げるべく、能動的かつ協働的な態度でディ  
スカッションに参加することが求められている。   
教師と授業参加者は「教える人」と「教わる人」の関係だけに終始しない。教師も参加者や討議  
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（2）ケースメソッド授業で期待される教育効果   
ケースメソッド授業の教育効果について、高木（1997）は次のように述べている。   
ケースメソッドは、一般的に言って、講義方式やテキスト中心の授業よりも、学生の興味を引き  
起こすことが容易である。それゆえ、学生に対し、自発的な学習意欲を喚起し、経営に関する学習  
と思考を刺激する。   
ケースメソッドは、学生に、現実問題の解決という“経験”のなかで概念や考え方を使用させる  
ことによって、それらを自らのものとさせられる。   
ケースメソッドは、学生に対し、時には現実とかけ離れた教材から概念だけを学習させる場合よ  
りも、状況を評価したり、概念を応用したりする技能を育成する。   
ケースメソッドは、学生に、この方法が必要とするグループ研究やほかの人々との相互関係が、  
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ョンは「ビデオ＆スタディ」と呼んでいる。   
授業は10月初旬に始まり、隔週の土曜日を終日使って行われる。1会合あたり5．5時間の授業で、  
会合数は全5回。総授業時間はヱ7．5時間である。  
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博士課程学生までを含めた授業運営訓練をここでは確かに行いたい。このとき、ケースメソッド教  




































































を段階的に分析できるようにした。   
本研究では次節で考察するための評価指標として、以下の6項目を定義する。   
①ケースメソッド授業の基本コンセプト、成り立ち、作動原理に関する理解は十分に得られて  
いるか。（第一層に対応）  









































































（2）量的分析とその考察   
量的分析の結果は表1のとおりである。①②③が14～17件（9～11人）と多く、⑤が10件（7  




＜表1 評価指標項目別・履修セグメント別 該当した指摘内容単位数＞  
該当した指摘内容単位数【複数該当あり】   
上段：指摘内容単位数   
評価指標項目  下段：（該当人数）  
S∈唱．TT  s叩．内訳  
L  Al  A2  Bl  B2  Cl  C2   
①第一層：基本コンセプト等を理解する   14  4  5  
（9）   （2）   （4）   
②第一層：学習効果を実感する   17  2  
（11）  （2）   
③第二層：「学びの共同体」に身を置いて学んでいること  16  2  7  2  5   
を理解する   （9）  （3）  （4）   
④第二層：「学びの共同体」を築くことへの理解と見通し  4  2   
を持つ   （4）  （2）   
⑤第三層：参加者を中心にする授業を実践することへの  10   3  4  2   
理解と見通しを持つ   （7）  （2）   
⑥第三層：参加者を中心にしながらも、教育目標を達成  3   2  
することへの理解と見通しを持つ   （2）  
合計   64  9  
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（3）質的分析とその考察   
紙面の都合上、本稿にすべての指摘内容データを引用することができないので、以下の方針に従  







・ケースメソッドによる教えのコンセプトを知り、私なりに理解することができたこと。（中略）   
それまで潜在的にしか持っていなかった動的に学ぶということの理解を明示的にするに至りま  
した。（seg．C2）  
・ケース中心の授業の効果についてはじめは疑問をもっていましたが、今回の一連の授業で、そ   
の効果を認識することができました。（seg．A2）  
・如何に人を教えるかをシステム的に考えたことははじめての貴重な経験でした。（seg．A2）  
■ 私はKBSの学生ですが、ケースメソッドで”学ぶ側”から’’教える側”に立場を変えて、あら   
ためてケースメソッドの効果を分析でき、貴重な機会になりました。（seg．c2）  
・本の解釈に留まっていた不確かな理解を、自信や確信のレベルに上げることができたこと   
（seg．Al）  
・ケースメソッドを用いた授業の具体的な進め方に関する理解ないし枠組み（seg．Al）  










・議論といえばとかく対立するものと考えていましたが、謙虚と礼節、寛容を頭におけば、 角   
突き合わすこともなく、気持のよい議論ができるものですね。（seg．c2）  
・ケースメソッドを学ぶことによって得た最大のものは、「知識を知恵に変える力」であろうと思   
います。自分の意見、他者の意見がいくつもぶっかり合って生じる火花の中から、価値ある知   
恵をつかまえる。これこそケースメソッドの神髄ではないかと思います。（seg．c2）  
一 授業に参加した当初は、授業終了後にモヤモヤ感が残ることが多く、本当に学びがあったのか、  
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成長しているのかと思うことがありました。（seg．Bl）  
・私はクラス討幕において、適切なタイミングで、適切な内容で発言する難しさを感じました。   
（seg．A2）  
・3－4回目の授業から、他の参加者が気になり始めました。まず第一に、他の参加者の話を聴け   
るようになった！当たり前のことのはずですが、このときまでは聴いていません。聴いてるフ   
リだけ。ここで言う「聴く」というのは、言い換えると影響を受けるということです。他の参   
加者の発言を、自分の中に組み立てる準備ができた、と言う感じです。（ぶeg．B2）  









・授業に参加することの楽しさ。自分で考えたものを表明することの楽しさ、それに対して他者   
からの反応、表明（発言）への責任の自覚、これらの総合による”学び”の獲得、云わゆる講義   
型の授業では得られない”果実”だと実感しています。（seg．Bl）  
・ケースを読み、設問を考え、又他人の考えた設問を見てその設問の意図はなんだろうか、又セ   
ッションに参加して、他の参加者の意見を聴いていると、今まで自分の考えが一番正しいと自   
信を持っていたのによくよく聴いてみるとなるほどと納得させられる場面がたくさんあり、「学   
びの共同体」と名づけられたことの意味が理解されました。（seg．Bl）   
「学びの共同体」と表現されるような、「個」から「共同体」への変化を体感することができま   
した。（seg．Bl）  
・1人で学ぶことでは決して得られない価値、同時に「その場を共有する」価値（インターネッ   
ト等のやりとりでない）を痛感いたしました。（seg．Bl）  
・九州から柑Sに通って授業を受けること自体が「楽しい」事にだんだんなってきました。理由   
は、教室で「学びを共有している」と言う実感がもてているからです。「勇気」「寛容」「礼節」   
がこうも粗Sの風土になっているのも驚きでした。第1回のディスカッションリーダーを担当   
し、フロアーから僕に対する評価をもらったときに、普段なら心穏やかでないことも「寛容」   
の気持ちが自然にわいてくる。（seg．Bl）  











・私自身、近い将来部下を持つことになるとは思いますが、人のパフォーマンスをより高めるた   
めには指示や管理だけでは限界があることを常々感じておりました。その意味で各人の内面か  
ら湧きあがるエネルギーをいかに引き出すか、という基本であるも難しいテーマに取り組む上   
で、今回の授業で説き起こされた人間そのものの考察は大変参考になると思います。（seg．c2）  
・参加者のベクトルを一つにして、如何に「学びの共同体」を作り上げていくか。（seg．A2）  
・クラス全体を考えますと、もっと参加者同士が議論できる雰囲気になってもよいと思います。   
参加者同士が遠慮なく言い合えるようになれば、共同体のレベルを上げられるのかな、と感じ   
ました。そういう意味では、ケースメソッドに限らず、学習するコミュニティを形成するのに、   
ある程度時間とプロセスが必要になるのかな、と感じました。（seg．B2）  












・ケースメソッド方式による教え方は楽しい。講義スタイルとは異なった面白み、楽しさがある。   
例えば、（ディスカッション）リードの仕方によって、参加者が生き生きと発言し出すとか。   
（seg．A2）  
・ディスカッションリーダーの経験を通じて、自分の中にあるバイアスにも気づきました。教育   
者としては非常に重要な学びだったと思っています。（seg．Al）  
・仕事柄コンサルティングを生業としている関係で、ある考えや意見を聴いたときに瞬間的、機   
械的、義務的、強迫観念的に「答え」をアウトプットしなければいけないという習慣があって、   
今回のディスカッションリーダーをやったときも「もろに」それが出ていました（VTRを何回   
も見ての後発見）。このディスカッション授業では、その「自分が答えなくて他の人の発言や、   
意見から答えを協働で作っていく」と言う手法が新鮮で、心わくわくするものに変わっていき  
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ました。（seg．Bl）  
・（自分が「教師役」を行っている場面を収録した）ビデオをありがとうございました。早速見   
せてもらいました。見ている途中で一旦止めてちょっと落ち込みました。やっぱり難しいです   
ね、そして気恥ずかしいものですね。00さんのように妻と一緒に見たわけですがまいったな   
あ～と色々な箇所で思いました。大変勉強になりました。ありがとうございました。（seg．Al）  









・授業がうまく行くか否かは教師の準備に掛かっていること（seg．A2）   
これほど見ているのと実際にやるのとで異なるものも珍しい、というのが一番の感想です。デ   
ィスカッションリーダーを端からみていると意外と簡単そうなのですが、自分でディスカッシ   
ョンリードをやってみて本当に難しいものだということを痛感しました。（seg．Al）  
・授業者となることを前提に学習者として参加したことにより、学習者の観点と授業者の観点の   
双方、さらには、学習者の観点を顧慮しつつ授業計画を立てる視点（seg．Al）  














次のように結論付けてよいと思われる。   
①②③については授業に参加したことで理解が得られるのだが、そのような理解は授業時間の経  
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HBS Press）  
V このような作用が起こる教室を運営していくためには、授業者がKBSの修士課程学生に対して教室で  
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